
(57)【要約】

【課題】印字部６における、印字ヘッド（サーマルヘッ

ド１７）の金属製のヒートシンク１７Ｃや保護カバー１

７Ｅによる電波の反射の影響を回避し、ＲＦＩＤ用紙（

ＲＦＩＤラベル９）との間のデータ通信を効率よく行い

、データ読取り書込み部５のＲＦＩＤアンテナ１５を印

字部６にできるだけ接近して配置可能なＲＦＩＤ用紙用

プリンターを提供すること。

【解決手段】データ読取り書込み部５のＲＦＩＤアンテ

ナ１５の取付け位置を工夫すること、具体的には、ＲＦ

ＩＤアンテナ１５を、ＲＦＩＤ用紙９の移送路３を隔て

て従来とは反対側の印字ヘッド１７側に設けることに着

目したもので、データ読取り書込み部５のＲＦＩＤアン

テナ１５を、印字ヘッド１７とＲＦＩＤ用紙９の移送路

３との間に設けたことを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ン テ ナ お よ び Ｉ Ｃ チ ッ プ を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 を 所 定 の 移 送 路 上 を 移 送 す る と と も に 、
こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 し て 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 に お い て デ ー タ の 読 取 り あ る い は 書 込
み を 行 い 、 さ ら に 印 字 部 に お い て 所 定 の 情 報 の 印 字 を 行 う Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー で あ
っ て 、
　 　 前 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 は 、 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 向 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 有 し
、
　 　 前 記 印 字 部 は 、 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 印 字 可 能 な 印 字 ヘ ッ ド を 有 す る と と も に 、
　 　 前 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 、 前 記 印 字 ヘ ッ ド と 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ 用 紙 の 前 記 移 送 路 と の 間 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
ア ン テ ナ お よ び Ｉ Ｃ チ ッ プ を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 を 所 定 の 移 送 路 上 を 移 送 す る と と も に 、
こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 し て 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 に お い て デ ー タ の 読 取 り あ る い は 書 込
み を 行 い 、 さ ら に 印 字 部 に お い て 所 定 の 情 報 の 印 字 を 行 う Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー で あ
っ て 、
　 　 前 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 は 、 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 向 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 有 し
、
　 　 前 記 印 字 部 は 、 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 印 字 可 能 な 印 字 ヘ ッ ド を 有 す る と と も に 、
　 　 前 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 、 前 記 印 字 ヘ ッ ド に 取 り 付 け た
こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 印 字 ヘ ッ ド は 、 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ に 対 向 す る 金 属 製 の 保 護 カ バ ー を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ あ る い は ２ 記 載 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 こ れ を 前 記 印 字 ヘ ッ ド の 近 傍 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 こ れ を 前 記 印 字 ヘ ッ ド の 金 属 製 部 品 に 直 接 接 触 さ せ た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 平 板 状 の パ ッ チ ア ン テ ナ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ あ る
い は ２ 記 載 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 周 波 数 が ３ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ Ｇ Ｈ ｚ の 極 超 短 波 を 発 信 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ あ る い は ２ 記 載 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
    本 発 明 は Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー に か か る も の で 、 と く に ラ ベ ル あ る い は タ グ （ 下
げ 札 ） な ど の 形 態 と し た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 と の 間 の デ ー タ 通 信 お よ び 印 字 を 行 う た め の Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
    従 来 か ら 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ （ Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ 　 Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｙ 　 Ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ
ｏ ｎ ） 技 術 に よ る 、 非 接 触 で 情 報 の 読 取 り や 読 書 き を 行 う た め の 各 種 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 を プ
リ ン タ ー に 装 填 し て そ の 表 面 に 所 定 の 情 報 を 印 字 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
　 　 従 来 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 の プ リ ン タ ー （ た と え ば サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ ） に つ い て 、 図
３ お よ び 図 ４ に も と づ き 概 説 す る 。
　 　 図 ３ は 、 サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ の 要 部 概 略 側 面 図 で あ っ て 、 サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ は
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、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の 移 送 路 ３ と 、 用 紙 セ ン サ ー ４ と 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ と 、
印 字 部 ６ と 、 制 御 部 ７ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 図 ４ は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の 平 面 図 で あ っ て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ は 、 帯 状 の
台 紙 ８ と 、 台 紙 ８ 上 に 等 間 隔 に 仮 着 し た 複 数 枚 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 ） と 、
を 有 す る 。
　 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ は 、 台 紙 ８ に 仮 着 可 能 な ラ ベ ル 本 体 １ ０ と 、 ラ ベ ル 本 体 １ ０ の 裏 面
に 形 成 し た ア ン テ ナ １ １ お よ び Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ と 、 を 有 し 、 所 定 の 保 持 部 （ 図 示 せ ず ） か
ら 台 紙 ８ と と も に 移 送 路 ３ 上 に こ れ を 移 送 す る 。
　 　 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ か ら の 電 波 の 発 信 を 受 け て 、 Ｉ Ｃ
チ ッ プ １ ２ か ら の デ ー タ の 読 取 り お よ び Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ へ の デ ー タ の 書 込 み が 可 能 で あ る
。
　 　 通 信 用 の 電 波 と し て は 、 そ の 周 波 数 が た と え ば ３ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ （ 好 ま し く は 、
１ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ ） の 短 波 （ Ｈ Ｆ ） 、 あ る い は ３ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ Ｇ Ｈ ｚ （ 好 ま し く は ８ ６
０ ～ ９ ６ ０ Ｍ Ｈ ｚ 、 さ ら に 具 体 的 に は ９ ５ ０ ～ ９ ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ ） の 極 超 短 波 （ Ｕ Ｈ Ｆ ） な ど
を 用 い る こ と が で き る 。
　 　 た だ し 、 Ｈ Ｆ 帯 の 電 波 を 用 い る 場 合 に は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ と Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル
９ と の 間 の 電 磁 誘 導 作 用 を 利 用 し て お り 、 通 信 距 離 の 上 限 は ７ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ る 。 ま た 、
Ｕ Ｈ Ｆ 帯 の 電 波 を 用 い る 場 合 に は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ と Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ と の 間 の
電 波 の 共 振 作 用 を 利 用 し て お り 、 通 信 距 離 は １ ～ ５ ｍ 程 度 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い
て 、 ア ン テ ナ １ １ の 形 状 や Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ の 具 体 的 構 成 を 適 正 な も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 移 送 路 ３ に は 、 合 成 樹 脂 製 の 移 送 路 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ を 設 け て 、 用 紙 セ ン サ ー ４ 、 デ ー
タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ お よ び 印 字 部 ６ に 適 正 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ が 移 送 さ れ る よ う に し
て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 用 紙 セ ン サ ー ４ は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ の 間 の 間 隙 を 検 知 し て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２
の 位 置 検 出 を 行 う も の で 、 移 送 路 ３ に 沿 っ て 設 け た 合 成 樹 脂 製 の セ ン サ ー 保 持 用 ブ ラ ケ ッ
ト １ ４ に こ れ を 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ は 、 用 紙 セ ン サ ー ４ と 印 字 部 ６ と の 間 に 位 置 し て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ
用 紙 連 続 体 ２ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ か ら の デ ー タ の 読 取 り あ る い は Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ へ の デ
ー タ の 書 込 み 、 す な わ ち 無 線 に よ る 非 接 触 の デ ー タ 伝 送 を 行 う も の で 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ
１ ５ を 有 し 、 制 御 部 ７ か ら の 制 御 信 号 に よ り 、 当 該 デ ー タ の 読 取 り お よ び 書 込 み を 無 線 に
よ り 非 接 触 で 双 方 向 に 行 う こ と が で き る 。
　 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ は 、 た と え ば 平 板 状 の パ ッ チ ア ン テ ナ で あ っ て 、 中 央 の 誘 電 体
基 盤 １ ５ Ａ と 、 誘 電 体 基 盤 １ ５ Ａ の 発 信 側 （ 表 面 側 ） の ア ン テ ナ 金 属 板 １ ５ Ｂ と 、 裏 面 側
の 金 属 製 グ ラ ウ ン ド 板 １ ５ Ｃ と 、 を 有 し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に 対
向 し て こ れ を 設 け 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ （ ア ン テ ナ 金 属 板 １ ５ Ｂ ） か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル
９ に 向 け て 通 信 用 の 電 波 を 発 信 可 能 と し て あ る 。
　 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ を パ ッ チ ア ン テ ナ と す る こ と に よ り 、 と く に 図 ４ に 仮 想 線 で 示
す よ う に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ の 表 面 を で き る だ け 広 く 覆 う こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 そ
の 高 さ を 低 く し て 、 比 較 的 狭 い 空 間 に も こ れ を 配 置 す る こ と が で き る 。
　 　 な お 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ は 、 移 送 路 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ に 一 体 的 な 合 成 樹 脂 製 の ア ン
テ ナ 用 ブ ラ ケ ッ ト １ ６ に こ れ を 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 印 字 部 ６ は 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ （ 印 字 ヘ ッ ド ） お よ び プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ を 有 し
、 制 御 部 ７ か ら の 制 御 信 号 に よ り 必 要 に 応 じ て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９
の 表 面 上 に 所 定 の 情 報 を 印 字 す る 。 こ の 印 字 す る 情 報 と し て は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ の 管 理
情 報 や そ の 他 必 要 な 表 示 情 報 、 あ る い は Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ 内 の デ ー タ に 対 応 し た 情 報 な ど 、
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任 意 の 情 報 で あ る 。
　 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ は 、 プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ に 対 向 し て い る ヘ ッ ド 本 体 １ ７ Ａ と 、
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ の 幅 方 向 に 延 び る 多 数 の ド ッ ト 状 の 発 熱 素 子 １ ７ Ｂ と 、 金 属 製 （ た と え
ば ア ル ミ ニ ウ ム 製 ） の ヒ ー ト シ ン ク １ ７ Ｃ と 、 発 熱 素 子 １ ７ Ｂ に 接 続 し て い る 接 続 ケ ー ブ
ル １ ７ Ｄ と 、 接 続 ケ ー ブ ル １ ７ Ｄ の 金 属 製 （ た と え ば 鉄 製 ） の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ と 、 を 有
す る 。 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ は 、 移 送 路 ３ 上 を 移 送 さ れ て く る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ が そ の 底 面 に
接 触 し た と き に 、 そ の 静 電 気 を 逃 が す 機 能 も 有 す る 。
　 　 な お 、 プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ は 、 移 送 路 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ の 先 端 部 に 位 置 し て い る 。
　 　 ま た 、 台 紙 ８ か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ を 剥 離 す る た め の 剥 離 部 （ 剥 離 板 、 図 示 せ ず ） を
必 要 に 応 じ て 設 け る こ と に よ り 、 台 紙 ８ の み を 転 向 さ せ 、 台 紙 ８ か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ を
剥 離 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 制 御 部 ７ は 、 上 述 の 用 紙 セ ン サ ー ４ 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ お
よ び プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 こ う し た 構 成 の サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ に お い て 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ に お け る Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ か ら 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ 内 の ア ン テ ナ １ １ を 介 し て Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ か
ら デ ー タ を 読 み 取 り 、 あ る い は Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ に 必 要 な デ ー タ を 書 き 込 む こ と が で き る と
と も に 、 こ れ ら の デ ー タ に 対 応 す る 所 定 の バ ー コ ー ド 情 報 な ど を 印 字 部 ６ に お い て Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ ラ ベ ル ９ の 表 面 に 印 字 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 し か し な が ら 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ に つ い て は 、 用 紙 セ ン サ ー ４ に よ り 位 置 を 検 出
し た そ れ ぞ れ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ に よ り デ ー タ の 授 受 を 行 う と
と も に 、 こ の デ ー タ な い し Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に 対 応 し た 内 容 の 印 字 を 印 字 部 ６ に よ り Ｒ Ｆ
Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に 行 う た め 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ お よ び 印 字 部 ６ に お い て そ れ ぞ れ 同 じ
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ が 対 応 位 置 し て い る 必 要 が あ る 。
　 　 す な わ ち 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ に お い て デ ー タ 通 信 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ と 、 印
字 部 ６ に お い て デ ー タ 印 字 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ と は 同 一 で あ る こ と が 望 ま し く 、 当 該 Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ と 印 字 部 ６ と の 間 に 別 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ が 位 置 し て い る こ と は 望 ま し く
な い 。
　 　 と く に 、 サ イ ズ の 小 さ な Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に 対 応 す る た め に は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み
部 ５ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ を プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ お よ び サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 近 傍 に
配 置 す る 必 要 が あ る 。
　 　 と こ ろ が 、 プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ お よ び サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ 部 分 に お け る 金 属 製 部 品
の 影 響 に よ り 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ と Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ と の 間 の デ ー タ 受 発 信 が 不 具 合
を 起 こ す 場 合 が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ か ら
は Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ お よ び サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ に 向 け て 電 波 を 発
信 す る こ と に な る が 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の さ ら に 発 信 方 向 側 に サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ が
、 と く に 直 近 に は 鉄 製 の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ が 、 さ ら に そ の 奥 側 に は ア ル ミ ニ ウ ム 製 の ヒ ー
ト シ ン ク １ ７ Ｃ が 位 置 し て い る た め に 、 こ の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ や ヒ ー ト シ ン ク １ ７ Ｃ 部 分
で 電 波 が 反 射 し （ 図 ３ 中 、 点 線 の 矢 印 ） 、 発 信 側 の 電 波 （ 図 ３ 中 、 実 線 の 矢 印 ） を 打 ち 消
す 方 向 に 作 用 し て そ の 強 度 を 弱 め る こ と に よ り 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ と し て の 性 能 を 低
下 さ せ て し ま う 。 し た が っ て 、 デ ー タ 通 信 が 適 正 に 行 わ れ ず 、 読 取 り エ ラ ー や 書 込 み エ ラ
ー が 発 生 し や す く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 と く に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ か ら 発 信 さ れ る 、 た と え ば Ｕ Ｈ Ｆ 帯 の 電 波 は 、 従 来 か
ら 用 い ら れ て い る Ｈ Ｆ 帯 の 電 波 よ り も 周 波 数 が 高 い た め に 直 進 性 お よ び 反 射 性 が 比 較 的 強
く 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ を 印 字 部 ６ に 接 近 さ せ る ほ ど 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ と Ｒ Ｆ Ｉ
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Ｄ ラ ベ ル ９ と の 間 の デ ー タ 通 信 に 悪 影 響 を 及 ぼ し か ね な い と い う 問 題 が あ る 。
　 　 も ち ろ ん 、 任 意 の 周 波 数 の 電 波 に お い て も 同 様 の 問 題 が 生 ず る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ３ ３ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 本 発 明 は 以 上 の よ う な 諸 問 題 に か ん が み な さ れ た も の で 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル な ど Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ 用 紙 と の 間 の デ ー タ 通 信 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー を 提 供
す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 ま た 本 発 明 は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 印 字 部 に で き る だ け 接 近
し て 配 置 す る こ と が 可 能 な Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 ま た 本 発 明 は 、 印 字 部 に お け る サ ー マ ル ヘ ッ ド の 金 属 製 の ヒ ー ト シ ン ク や 保 護 カ バ ー
に よ る 電 波 の 反 射 の 影 響 を 回 避 可 能 な Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー を 提 供 す る こ と を 課 題 と
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 ま た 本 発 明 は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ と し て の ゲ イ ン を 向 上 可 能 な Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン
タ ー を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 す な わ ち 本 発 明 は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ の 取 付 け 位 置 を 工 夫 す
る こ と 、 具 体 的 に は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 の 移 送 路 を 隔 て て 従 来 と は 反 対
側 の 印 字 ヘ ッ ド 側 に 設 け る こ と に 着 目 し た も の で 、 第 一 の 発 明 は 、 ア ン テ ナ お よ び Ｉ Ｃ チ
ッ プ を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 を 所 定 の 移 送 路 上 を 移 送 す る と と も に 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対
し て 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 に お い て デ ー タ の 読 取 り あ る い は 書 込 み を 行 い 、 さ ら に 印 字
部 に お い て 所 定 の 情 報 の 印 字 を 行 う Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー で あ っ て 、 上 記 デ ー タ 読 取
り 書 込 み 部 は 、 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 向 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 有 し 、 上 記 印 字 部 は 、 上
記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 印 字 可 能 な 印 字 ヘ ッ ド を 有 す る と と も に 、 上 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の
上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 、 上 記 印 字 ヘ ッ ド と 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 の 上 記 移 送 路 と の 間 に 設 け
た こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 第 二 の 発 明 は 、 ア ン テ ナ お よ び Ｉ Ｃ チ ッ プ を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 を 所 定 の 移 送 路 上 を
移 送 す る と と も に 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 し て 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 に お い て デ ー タ の
読 取 り あ る い は 書 込 み を 行 い 、 さ ら に 印 字 部 に お い て 所 定 の 情 報 の 印 字 を 行 う Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用
紙 用 プ リ ン タ ー で あ っ て 、 上 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 は 、 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 対 向 す る Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 有 し 、 上 記 印 字 部 は 、 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 に 印 字 可 能 な 印 字 ヘ ッ ド を 有 す
る と と も に 、 上 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 、 上 記 印 字 ヘ ッ ド に 取
り 付 け た こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 上 記 印 字 ヘ ッ ド は 、 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ に 対 向 す る 金 属 製 の 保 護 カ バ ー を 有 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 こ れ を 上 記 印 字 ヘ ッ ド の 近 傍 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 こ れ を 上 記 印 字 ヘ ッ ド の 、 た と え ば 保 護 カ バ ー な ど の 金 属
製 部 品 に 直 接 接 触 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 平 板 状 の パ ッ チ ア ン テ ナ で あ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 上 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ は 、 周 波 数 が ３ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ Ｇ Ｈ ｚ の 極 超 短 波 を 発 信 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 本 発 明 に よ る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー に お い て は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ ア ン テ ナ を 、 移 送 路 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 と 印 字 ヘ ッ ド と の 間 に 配 置 す る な ど 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア
ン テ ナ を 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 の 移 送 路 を 隔 て て 従 来 と は 反 対 側 の 印 字 ヘ ッ ド 側 に 設 け た の で 、
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ か ら の 電 波 の 発 信 方 向 を Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル に 集 中 す る こ と が で き 、 従 来 の
よ う な 印 字 ヘ ッ ド 部 分 （ 保 護 カ バ ー な ど の 部 分 ） か ら の 反 射 の 悪 影 響 を 回 避 す る こ と が で
き る と と も に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ の 裏 側 か ら 発 信 し て 印 字 ヘ ッ ド 部 分 か ら 反 射 し て く る 電
波 を Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ か ら の 発 信 電 波 と 同 様 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル 方 向 に 向 け る こ と が で き 、
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル へ の 電 波 を 増 強 可 能 で あ る 。
　 　 す な わ ち 、 印 字 ヘ ッ ド 部 分 に お け る 電 波 の 反 射 を 活 用 （ 逆 用 ） し て 、 ア ン テ ナ 性 能 の
向 上 と と も に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を で き る だ け 印 字 部 に 近 接 配 置 す る こ と が 可 能 で あ る な
ど プ リ ン タ ー の 設 計 に 自 由 度 を 増 し 、 か つ 、 電 波 の 増 強 を 可 能 と し て 通 信 エ リ ア の 拡 大 を
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 と く に 第 一 の 発 明 に よ れ ば 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 移 送 路 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 と 印 字 ヘ ッ
ド と の 間 に 配 置 し た の で 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ か ら の 電 波 の 発 信 方 向 を Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル に 集
中 す る こ と が で き る と と も に 、 移 送 路 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル の 仕 様 に 応 じ て 適 正 な 部 位 に Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 配 置 す る よ う に 設 計 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 と く に 第 二 の 発 明 に よ れ ば 、 印 字 ヘ ッ ド に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 取 り 付 け る よ う に し た
の で 、 印 字 ヘ ッ ド の た と え ば 保 護 カ バ ー な ど の 金 属 製 部 品 が 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ の グ ラ ウ
ン ド 板 と し て 作 用 し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ か ら の 電 波 の 指 向 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 本 発 明 は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ を 、 移 送 路 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 を
隔 て て 印 字 ヘ ッ ド 側 に 配 置 す る こ と に よ り 、 印 字 ヘ ッ ド の 側 か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル に 向 け て
電 波 を 発 信 可 能 と し た の で 、 印 字 ヘ ッ ド に お け る 反 射 の 影 響 を ア ン テ ナ 性 能 の 向 上 に 活 用
し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル と の 間 の 通 信 の 安 定 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 な Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン
タ ー を 実 現 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 つ ぎ に 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 （ 第 一 の 発 明 ） に よ る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ を
図 １ に も と づ き 説 明 す る 。 た だ し 、 図 ３ お よ び 図 ４ と 同 様 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ
の 詳 述 は こ れ を 省 略 す る 。
　 　 図 １ は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ の 要 部 概 略 側 面 図 で あ っ て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用
プ リ ン タ ー ２ ０ は 、 サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ （ 図 ３ ） と 同 様 に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の 移
送 路 ３ と 、 用 紙 セ ン サ ー ４ と 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ と 、 印 字 部 ６ と 、 制 御 部 ７ と 、 を
有 す る 。
　 　 た だ し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ に お い て は 、 前 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ の
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 配 置 構 造 が 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 す な わ ち 、 本 発 明 に お い て は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ を 、
移 送 路 ３ 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ と 印 字 部 ６ の サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ と の 間 に 配 置 し て あ
る 。
　 　 し た が っ て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 表 面 側 の ア ン テ ナ 金 属 板 １ ５ Ｂ が Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ
ル ９ 側 に 対 向 し 、 裏 面 側 の 金 属 製 グ ラ ウ ン ド 板 １ ５ Ｃ が 印 字 部 ６ に お け る サ ー マ ル ヘ ッ ド
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１ ７ の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ 側 に 対 向 す る こ と に な る 。
　 　 さ ら に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ ） に 対 す
る 傾 斜 角 度 も 、 こ れ ら の 部 材 を 互 い に 平 行 に 対 向 す る 構 成 の ほ か 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ な
い し そ の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ と の 関 連 で 、 わ ず か に 傾 け た 構 成 を 採 用 す る こ と も で き る 。
　 　 か く し て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 表 面 側 の ア ン テ ナ 金 属 板 １ ５ Ｂ か ら は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ
ラ ベ ル ９ に 向 け て 、 す な わ ち 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ に お け る 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ お よ び ヒ ー
ト シ ン ク １ ７ Ｃ な ど の 金 属 製 の 部 品 が な い 反 対 側 の 方 向 に デ ー タ 通 信 用 の 電 波 を 発 信 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 こ う し た 構 成 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ に お い て は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ か
ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に 向 け て 発 信 さ れ た 電 波 は 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ 側 と は 反 対 側 に 向 け
て 伝 播 す る こ と に な り （ 図 １ 中 、 実 線 の 矢 印 ） 、 従 来 の サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ （ 図 ３ ） に
お け る よ う な サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ か ら の 反 射 の 悪 影 響 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 し か も 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 裏 面 側 の 金 属 製 グ ラ ウ ン ド 板 １ ５ Ｃ か ら も 比 較 的 弱
い 電 波 が 発 信 さ れ 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の ヒ ー ト シ ン ク １ ７ Ｃ や 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ 方 向 に
向 か う こ と に な る の で 、 こ の 電 波 は こ れ ら の 部 分 に お い て 反 射 さ れ 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ に
向 か う こ と に な る （ 図 １ 中 、 点 線 の 矢 印 ） 。
　 　 し た が っ て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ か ら の 電 波 が Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ 方 向 に 増 強 さ れ る
結 果 、 ア ン テ ナ 性 能 な い し 効 率 の 向 上 を 図 り 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ と の 間 の デ ー タ の 読 取 り
あ る い は 書 込 み を よ り 確 実 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 と く に 、 パ ッ チ ア ン テ ナ の よ う な 平 板 状 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ を 採 用 し た 場 合 に は
、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ な ど が 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 金 属 製 グ ラ ウ
ン ド 板 １ ５ Ｃ の 面 積 を 大 き く す る よ う に 作 用 す る た め 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 悪 影 響 を 排
除 す る ば か り か 、 逆 に サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ か ら の 電 波 の 反 射 を 活 用 し
て 、 電 波 の 拡 散 防 止 お よ び ゲ イ ン 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 か く し て 、 印 字 部 ６ の サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ や プ ラ テ ン ロ ー ラ ー １ ８ に 接 近 し て デ ー タ
読 取 り 書 込 み 部 ５ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ を 配 置 し て も 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ に お け る ヒ
ー ト シ ン ク １ ７ Ｃ や 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ な ど の 金 属 製 部 品 で の 反 射 の 悪 影 響 を 回 避 す る こ と
が で き る ば か り か 、 逆 に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ へ の 電 波 を 増 強 可 能 と し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ
１ ５ の 設 計 に 自 由 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 （ 第 二 の 発 明 ） に よ る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ３ ０
の 要 部 概 略 側 面 図 で あ っ て 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ３ ０ は 、 サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ （
図 ３ ） お よ び Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ （ 図 １ ） と 同 様 に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の
移 送 路 ３ と 、 用 紙 セ ン サ ー ４ と 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ と 、 印 字 部 ６ と 、 制 御 部 ７ と 、
を 有 す る 。
　 　 た だ し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ３ ０ に お い て は 、 前 記 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ の
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 配 置 構 造 が 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 す な わ ち 、 第 二 の 発 明 に お い て は 、 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部 ５ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５
を 、 移 送 路 ３ 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ に 対 向 す る よ う に 印 字 部 ６ の サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７
に 取 り 付 け て あ る 。
　 　 具 体 的 に は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 裏 面 側 の 金 属 製 グ ラ ウ ン ド 板 １ ５ Ｃ を サ ー マ ル
ヘ ッ ド １ ７ の 金 属 製 部 品 た と え ば 鉄 製 の 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ に 直 接 接 触 す る よ う に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ
ア ン テ ナ １ ５ を 取 り 付 け 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 表 面 側 の ア ン テ ナ 金 属 板 １ ５ Ｂ が 、 移
送 路 ３ 上 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ の 方 向 に 通 信 用 の 電 波 を 発 信 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 　 こ う し た 構 成 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ３ ０ に お い て も 、 第 一 の 発 明 に よ る Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ と 同 様 に 、 印 字 部 ６ に で き る だ け 接 近 し て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５
を 配 置 し て も 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ に お け る と く に 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ の 金 属 製 部 品 で の 反
射 を な く す こ と が で き る ば か り か 、 保 護 カ バ ー １ ７ Ｅ 自 体 が 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 金
属 製 グ ラ ウ ン ド 板 １ ５ Ｃ の 面 積 を 大 き く す る こ と に な っ て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル ９ へ の 電 波 の 指
向 性 を さ ら に 増 強 可 能 と し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 設 計 に 自 由 度 を 確 保 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 （ 第 一 の 発 明 ） に よ る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ２ ０ の 要
部 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 （ 第 二 の 発 明 ） に よ る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー ３ ０ の 要
部 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 の プ リ ン タ ー （ た と え ば サ ー マ ル プ リ ン タ ー １ ） の 要 部 概
略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 サ ー マ ル プ リ ン タ ー （ 従 来 、 図 ３ ）
　 ２ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 （ 図 ４ ）
　 ３ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 連 続 体 ２ の 移 送 路
　 ４ 　 用 紙 セ ン サ ー
　 ５ 　 デ ー タ 読 取 り 書 込 み 部
　 ６ 　 印 字 部
　 ７ 　 制 御 部
　 ８ 　 台 紙
　 ９ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ラ ベ ル （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 ）
１ ０ 　 ラ ベ ル 本 体
１ １ 　 ア ン テ ナ
１ ２ 　 Ｉ Ｃ チ ッ プ
１ ３ 　 移 送 路 ブ ラ ケ ッ ト
１ ４ 　 セ ン サ ー 保 持 用 ブ ラ ケ ッ ト
１ ５ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ
１ ５ Ａ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 誘 電 体 基 盤
１ ５ Ｂ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の ア ン テ ナ 金 属 板
１ ５ Ｃ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ア ン テ ナ １ ５ の 金 属 製 グ ラ ウ ン ド 板
１ ６ 　 ア ン テ ナ 用 ブ ラ ケ ッ ト
１ ７ 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド （ 印 字 ヘ ッ ド ）
１ ７ Ａ 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の ヘ ッ ド 本 体
１ ７ Ｂ 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 発 熱 素 子
１ ７ Ｃ 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の ア ル ミ ニ ウ ム 製 の ヒ ー ト シ ン ク
１ ７ Ｄ 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 接 続 ケ ー ブ ル
１ ７ Ｅ 　 サ ー マ ル ヘ ッ ド １ ７ の 鉄 製 の 保 護 カ バ ー
１ ８ 　 プ ラ テ ン ロ ー ラ ー
２ ０ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー （ 第 １ の 実 施 例 、 第 一 の 発 明 、 図 １ ）
３ ０ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 用 紙 用 プ リ ン タ ー （ 第 ２ の 実 施 例 、 第 二 の 発 明 、 図 ２ ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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